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山口国体出場への関所と本番 

2011.12.31 たより No.11 

平成23年8月20日(土) 水戸市民球場 

 

 

 

 9回の裏、二番入澤が左へ安打で１塁へ、四番高木、五番関の連続二塁打で同点として延長戦に持っていき、１

０回の裏に七番の糸井が投手エラーで出塁、八番の清水が送って一死二塁にして、九番大谷の三遊間安打で一死

一三塁とし、一番の田沼は敬遠の四球で満塁となり、二番の入澤が左前の安打で糸井が勝ち越しの本塁を踏み、

サヨナラゲームとして山口国体出場を決めた。 

 

群馬県野球連盟 前橋市平和町一丁目４－７ 普及委員会製作 

－軟式野球で日本再生・東日本復興－ 

関東ブロック大会 ～茨城県水戸市～ 

おいでませ！山口国体 ～第66回国民体育大会・山口大会～ 

10月2日(日) １回戦 山陽小野田市野球場 

 

 

 

10月3日(月) ２回戦 防府スポーツセンター野球場 

 

 

 

10月3日(月) 準々決勝 防府スポーツセンター野球場 

 

 

 

10月4日(火) 準決勝 山口市スポーツの森西京スタジアム 

 

 

 

10月5日(水) 三位決定戦 美祢市民球場 

 

 

 

 

 

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計  

千葉県(千葉銀行) 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 3  

群馬県(高崎市役所) 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1X 4X 高木、青木－関 

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9   計  

大阪府(佐川急便関西) 1 0 0 0 0 0 0 1 0   2  

群馬県(高崎市役所) 0 0 0 0 0 2 0 0 1X   3X 高木、青木－関 

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9   計  

群馬県(高崎市役所) 0 0 0 1 0 0 2 0 5   8 山口－関 

山梨県(アイアンマン） 0 0 0 0 1 0 0 0 0   1  

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9   計  

群馬県(高崎市役所) 1 0 0 0 1 0 0 0 0   2 高木－関 

宮崎県(田中病院) 0 1 0 0 0 0 0 0 0   1  

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9   計  

群馬県(高崎市役所) 0 0 0 0 0 0 0 0 0   0 青木、山口－関 

愛知県(㈱ニッセイ) 0 0 0 0 1 0 0 1 X   2  

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計  

三重県(Honda鈴鹿) 0 0 2 0 0 0 0 0 3 2 7  

群馬県(高崎市役所) 2 0 0 0 0 0 0 0 3 3X 8X 高木－関 
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(感想等) 

 昨年は投手陣が押さえ込んで少ないチャンスをものにして逃げ切った勝ちゲーム、しかし先制を許し

た場合は負けゲームとなっていた。 

 今年は投手力がやや落ち、序盤で得点を許す傾向が多くあったが終盤での集中力が高く、結果的に勝

ちゲームとしていた。これは昨年の大舞台での経験と実績がもたらした、大きな要因であると思われま

す。 

 また補強選手(２名)の活躍は目を惹くものがあり、まさにチームの中心となってゲームを作った。 

 各チームとも群馬県チーム同様、しっかり振ってくる強打者が多かったように感じた。勝敗を分けた

のは投手力と守備力の違いであったと思います。特に愛知県においては、相手投手に翻弄された感があ

ります。勝敗は僅差であり「ミスをしたほうが負け」でした。 

 今後常勝するためには、守備力の強化、攻撃では好打者(三振しない打者・確実に進塁させる打者)を

育成し、技術以外のメンタル面の強化も図っていきたい。 

(反省) 

 上位打者（１～５番打者・平均打率３０１）と下位打者（６～９番打者・平均打率０４６）の格差が

著しく、繋がりがなかった。もう少し積極的なバッティングを心掛ける必要があり、個々の特長を生か

した攻撃をしなければならない。 

 優勝するためには、投手および野手の補強が必要であった。 

(高崎市役所 竹内監督) 

天皇賜杯 第66回全日本軟式野球大会 ～岩手県会場～ 

～がんばろう！日本 東日本大震災復興大会～ 

9月16日 ホテルメトロポリタン盛岡

ニューイングでの監督会議 

本県代表のサンデン㈱吉野

監督(右)と半田主将→ 

←堂々の入場行進をする 

 サンデン㈱選手団 



3 

 

9月17日(土) １回戦 雫石町総合運動公園野球場 

 

 

 

 

9月18日(日) ２回戦 雫石町総合運動公園野球場 

 

 

 

 

9月19日(月) ３回戦 花巻球場 

 

 

 

 

9月19日(火) 準々決勝 花巻球場 

 

 

 

［天皇賜杯を観戦して］ 

昭和57年太田市(宝泉中担当)で開催された天皇賜杯の全国大会以来の観戦に胸を膨らませて、岩手県の

盛岡市に入りました。昼食後直ちに監督会議の会場に入り出席。会議終了後用意されたバスに乗り県営球

場へ向かい高円宮妃久子殿下の到着を待ち入場式となりました。本県代表のサンデン㈱野球部の堂々の入

場行進を視て、17日の対中筋グループ(島根県)の観戦となった。 

 太田市役所、高崎市役所の活躍が光る本県の軟式野球界の中で、企業チームのサンデン野球部がどう頑

張ってくれるのか期待しながら、大島強化副委員長と雫石町営野球場に向かった。一塁側スタンドでサン

デン㈱の会社の皆さんと合流し、応援することとなった。 

 ３回の表に入ると、二塁手の志村選手が左前に安打で出塁し、次の樋口選手が送って、その後の選手が

安打で続き、四番の金城選手が右超えの三塁打で４点目を入れた。守りではエースの中林投手が３安打無

四死球で完封して、素晴らしいスタートとなった。センチではあるが、この勝利で感動の薄っすらとした

涙を感じた初勝利でした。 

 ２日目の２回戦は１８日雨天により開始時間を遅らせて開始となり、地元チームとの対戦となった。投

手は若い森田投手が先発、備前島一塁手の勝ち越しの右超えのホームランで１点リードし、７回まで森田

投手が投げて、８回より中林投手に引継ぎ逃げ切りの勝利となった。 

 ３日目(私は帰路)３回戦は１９日石川県代表のコマニー㈱と対戦。エース中林投手の踏ん張りと、エ

ラーは４つあったが、なんとかチームワークと勝つ執念で延長戦をものにした。 

 全国大会でベスト８の栄冠を掴んだことで、サンデン㈱野球部は実績と自信をものにしたようで、これ

からのさらなる活躍が期待できそう。 

(文責 国柗)  

←力投する 

エース中林投手→ 

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9     計  

サンデン㈱(群馬) 0 0 4 0 0 0 0 0 0     4 中林－町田 

中筋グループ(島根) 0 0 0 0 0 0 0 0 0     0 石飛、森山－田中 

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9     計  

雫石クラブ(岩手) 0 0 0 3 0 0 0 0 0     3 早坂、玉城－川村 

サンデン㈱(群馬) 1 2 0 0 1 0 0 0 X     4 森田、中林－町田 

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 計  

コマニー㈱(石川) 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 片岡－土田 

サンデン㈱(群馬) 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1X 2X 中林－町田 

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9     計  

サンデン㈱(群馬) 0 0 0 0 0 0 0 0 0     0 森田－町田 

佐藤薬品工業㈱(奈良) 0 0 2 0 0 1 1 0 X     4 岡崎－米田 
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サンデン㈱ 伊勢崎支部 

高崎市役所 高崎支部 

太田市役所 太田支部 

ナカヨ通信機 前橋支部  に承認された。 

ＪＡ群馬杯県学童軟式野球大会 ８月３日～８月１７日 

開会式で挨拶する今井会長 ←選手宣誓 

笠懸東小イースターズ 

藤生智基主将 

入場行進 

始球式 

優勝：強戸イーグルス(太田) 

ニッポンハム杯関東学童秋季県大会 １０月１日～１０月１０日 

優勝：吉岡ジュニアファイターズ(渋川北群馬) 

平成２４年度強化指定チーム、11月26日の常任理事会で決定 
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 今回の講習会で県内一廻りしたことで、同じ講師が全県下学童の指導者に統一された指導講習会が実施

できました。平成24年度より更なる飛躍を目指し、指導者の役に立てる講習会の実施に向けて研究してお

ります。未来ある野球少年育成のため、指導者の皆さん共々一緒に勉強したいと思います。 

［普及委員会 少年野球指導者講習会担当者一同］ 

ヤクルトＯＢの高仁、内山、忰田の３講師を迎え、11月13日(日)高崎市城南総合運動場において実施され

た。高崎、安中、富岡、藤岡の各支部の少年学童指導者が193名、他に学童47名が参加した。 

平成23年度 第4回両毛クラブ人軟式野球大会 

10月30日・太田市運動公園野球場 

優 勝 セルフィッシュ(栃木) 

準優勝 ファンブルス (群馬) 

セルフィッシュは第２回の優勝に続いて２回目の優勝↑ 

平成23年度 群馬県野球連盟少年野球指導者講習会開催 

←高崎城南総合運動公園でのバッティ

ング指導する高仁講師 

 

※講習会終了後(16時10分) 

高崎市野球連盟武井学童部長より謝

辞があり終了となった。 
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 講習会の専門科目、開催要項は次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[１日目] １０月８日（土）パークホテル楽々園 

①日本赤十字社群馬県支部 榎原康弘氏による現場における救急処置 

②関東軟式野球連盟審判部長 横溝直樹氏による軟式野球の基本ルール・コーチング 

③ナガセケンコー技術室 桜庭常昭氏による軟式野球界の歴史的発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[２日目] １０月９日（日）パークホテル楽々園 

①全日本軟式野球連盟 吉岡大輔氏による軟式野球の指導員の役割 

②千曲中央病院整形外科部長 吉松俊紀氏による発育発達期の指導、心のケア・水分補給・年齢別の指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 平成23年度 公益財団法人日本体育協会公認 

軟式野球競技指導者「指導員」養成講習会 

目  的 連盟登録チーム、地域スポーツクラブ・サークルにおいて、初心者や子供たちを

対象に、軟式野球の基礎的実技指導に当たる指導者を要請するとともに、軟式野

球指導者の資質と指導力の向上をはかることを目的とする。 

主  催 公益財団法人日本体育協会 財団法人全日本軟式野球連盟 

主  管 財団法人群馬県体育協会・群馬県野球連盟 

履修時間 専門科目４０時間（集合講習３０時間、その他１０時間） 

共通科目３５時間（９月～１１月３ヶ月ＮＨＫ学園通信講座） 

開催期日 平成２３年１０月８日（土）・９日（日） 

     １１月６日（日）・１９日（土）・２６日（土）・２７日（日） 

開催場所 前橋市「パークホテル楽々園」「上毛新聞敷島球場」 

榎原氏 
横溝氏 桜庭氏 

吉岡氏 吉松氏 
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[３日目] １１月６日（日）パークホテル楽々園 

①読売巨人軍コーチ 秦真司氏による基礎技能の指導・投手の指導・打撃指導 

②前静岡ガス監督 中田喜雅氏による軟式野球における安全対策、指導計画作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[４日目] １１月１９日（土）パークホテル楽々園 

①元太陽信用金庫監督 山本貴己氏によるチーム守備の基本Ⅰ、Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[５日目] １１月２６日（土）上毛新聞敷島球場 

①西武ライオンズコンディショニングコーチ 里隆文氏によるウォーミングアップ・クールダウン・

キャッチボール・トスバッティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[６日目] １１月２７日（日）上毛新聞敷島球場（最終日） 

①読売巨人軍コーチ 秦真司氏による打撃・投球・捕球・走塁（軟式野球の基礎技能） 

秦 氏 中田 氏 

山本 氏 

里 氏 

秦 氏 
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群馬県野球連盟公式ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www1.ocn.ne.jp/~gsbb/ 

平成23年度 功労者・65周年永年勤続者・ 
ベストナイン等五賞表彰式で締め括る 

機関誌担当        國柗・狩野 

少年野球指導者講習会担当 飯塚・須永 

クラブ人大会担当     根本・駒木 

公認指導者講習会担当   和南城・酒井 

事務局          和南城・駒木 

編集後記 

２０１１年度後期 たより県球連１１号をお届けします。 
「たより」に対し、ご意見ご感想をお寄せください。 

また、誤字、脱字など、お許し願います。 

[軟式野球功労者] 

吾妻支部 篠原 栄 

安中支部 田中耕太郎 

伊勢崎支部 五十嵐富久志、板垣 彰、五味嘉久 

太田支部 武藤 泰、鈴木和夫 

桐生支部 荒木朋夫、深澤輝夫 

渋川北群馬支部 高梨 栄 

高崎支部 真庭啓治、宮原喜通、飯塚敏二 

館林支部 中村富士雄 

利根沼田支部 和南城健二、生方 誠 

富岡支部 斉藤勇武、松本 勇 

藤岡支部 飯塚章一 

前橋支部 加藤二郎、中村正夫 

[永年勤続者]    

吾妻支部 福田孝行 他54名 館林支部 荒井正一 他26名 

安中支部 山田好二 他19名 利根沼田支部 工藤安男 他27名 

伊勢崎支部 浅見安彦 他40名 富岡支部 細山周作 他38名 

太田支部 根本豊 他42名 藤岡支部 高田信男 他38名 

邑楽支部 山崎剛 他12名 前橋支部 滝澤正好 他71名 

桐生支部 窪田栄 他51名 みどり支部 斉藤裕志 他15名 

渋川北群馬支部 狩野弘之 他32名 県連盟 11名 

高崎支部 高地康男 他82名  計 572名 

[ベストナイン・新人賞・栄誉賞・笹治賞]  

投手 中林孝貴 30才 サンデン㈱ 初 

捕手 関 大輔 33才 太田市役所 ４回 

一塁手 高木伸之 33才 高碕市役所 ４回 

二塁手 志村達郎 22才 サンデン㈱ 初 

三塁手 半田健一 24才 サンデン㈱ 初 

遊撃手 田沼俊秀 27才 太田市役所 ２回 

外野手 入澤史貴 27才 高碕市役所 初 

〃 金城俊一 24才 サンデン㈱ ２回 

〃 新井健吾 19才 ㈱ナカヨ通信機 初 

新人賞 小向修司 23才 太田市役所  

栄誉賞 高崎市役所 

末広クラブ 

サンデン株式会社 
 

笹治賞 吉野晃史 サンデン㈱監督  

功労者 

ベストナイン 

新人賞・栄誉賞・笹治賞 


